

月

日
（
日
）
に
三
菱
電

機
守
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
＝
小
幡
中

２
＝
で
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い

た
「
元
気
ま
つ
り
守
山
」
は
、

衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
投
開
票

日
と
日
程
が
重
な
っ
た
た
め
中

止
と
な
っ
た
。

「
開
催
を
楽
し
み
に
し
て
く

だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
に
は
申
し
訳

あ
り
ま
せ
ん
が
、
何
卒
ご
理
解

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
」
と
主

催
者
の
守
山
区
区
民
ま

つ
り
実
行
委
員
会
。
ま

た
「
な
お
、
延
期
の
予

定
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と

の
こ
と
。

問
い
合
わ
せ
は
同
実

行
委
員
会
事
務
局
（
区

役
所
地
域
力
推
進
課
）

＝
☎
０
５
２
（
７
９

６
）
４
５
２
４
＝
ま
た

は
＝
フ
ァ
ク
ス
０
５
２

（
７
９
６
）
４
５
０
８

＝
へ
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
９
月
８

・

日
、
守
山
区
仮
設
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
場
）
＝
中
日
新
聞
守
山

販
売
店
連
合
会
後
援

〈
１
・
２
回
戦
〉
エ
ム
ズ


―
２
太
陽
、
天
子
田
Ｏ
Ｂ

―

２
エ
ム
ズ
、
保
坂
デ
ン
ジ
ャ
ー

ズ
６
（
抽
選
）
６
ダ
ッ
ク
ス
、

小
幡
ソ
フ
ト

―
０
ビ
ク
ト
リ

ー
、
白
沢
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

―

３
志
段
味
森
林
〈
準
決
勝
〉
保

坂
デ
ン
ジ
ャ
ー
ズ
７
―
５
天
子

田
Ｏ
Ｂ
、
白
沢
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

８
―
４
小
幡
ソ
フ
ト

〈
決
勝
〉
白
沢
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ

―
２
保
坂
デ
ン
ジ
ャ
ー
ズ

　
　
　

◇　
　
　
　

◇

◇
第

回
守
山
区
女
子
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
秋
季
大
会
（
９
月


日
、
守
山
区
仮
設
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
場
）
＝
中
日
新
聞
守
山
販
売

店
連
合
会
後
援

オ
ー
ル
フ
レ
ン
ズ
７
―
２
フ

ラ
ワ
ー
ズ
、
レ
モ
ン
テ
ィ
ー
ズ


―
４
金
屋
フ
ァ
ミ
リ
ー

〈
決
勝
〉
レ
モ
ン
テ
ィ
ー
ズ

８
―
５
オ
ー
ル
フ
レ
ン
ズ

守
山
警
察
署
の

「
自
動
車
関
連
窃

盗
抑
止
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
が
先
月
７

日
、
ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ
中
部
プ
ラ

ザ
守
山
＝
大
谷
町
＝
で
行
わ

れ
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
盗
難

防
止
ね
じ
の
無
料
取
り
付
け
や

ス
ズ
ム
シ
の
配
布
な
ど
で
被
害

防
止
を
呼
び
か
け
た
。

こ
と
し
１
～
８
月
、
県
内
で

発
生
し
た
「
自
動
車
盗
」
は
６

０
３
件
（
全
国
ワ
ー
ス
ト
、
前

年
同
期
比
１
５
８
件
増
）
。
ま

た
守
山
署
管
内
で
は
自
動
車
盗

が

件
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

盗
な
ど
「
部
品
狙
い
」
が

件

（
同

件
増
）
だ
っ
た
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は
、
署
員

や
区
内
五
つ
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
の
隊
員
ら

人
が
参
加
。

来
店
客
に
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

盗
難
防
止
ね
じ
の
取
り
付
け
を

勧
め
た
り
、
ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ
ク

◇
令
和
６
年
度
守
山
区
少
年

剣
道
大
会
（
９
月
８
日
、
志
段

味
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
競
技
場
）

▽
個
人
戦
〈
小
学
２
・
３
年

生
〉
①
門
口
心
音
〈
同
４
年

生
〉
①
江
口
う
た
の
②
舩
原
巧

〈
同
５
年
生
〉
①
辻
田
駿
②
辻

田
優
〈
同
６
年
生
〉
①
舩
原
諒

②
山
中
瑛
仁
③
伊
藤
大
晟
③
門

口
望
結
〈
中
学
１
年
生
〉
①
永
井

悠
詩
②
舟
橋
太
輝
③
大
平
瑞
宝

③
中
野
結
斗
〈
同
２
・
３
年
生

男
子
〉
①
尾
崎
仁
②
山
中
敬
仁

③
坂
本
堅
心
③
開
發
翔
一
〈
同

２
・
３
年
生
女
子
〉
①
大
嶋
虹

乃
美
②
江
口
奈
優
＝
敬
称
略

▽
団
体
戦
〈
小
学
生
〉
①
久

田
剣
道
場
Ｂ
②
久
田
剣
道
場
Ｄ

③
久
田
剣
道
場
Ｃ
〈
中
学
生
男

子
〉
①
久
田
剣
道
場
Ａ
②
守
山

剣
道
ス
ポ
ー
ツ
③
久
田
剣
道
場

Ｂ
〈
同
女
子
〉
①
久
田
剣
道
場

②
守
山
北
中
学
校
Ａ
③
守
山
北

中
学
校
Ｂ

　
　
　

◇　
　
　
　

◇

◇
第

回
守
山
区
一
般
男
子

「
名
古
屋
市
守
山
区
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
」
の
秋
季

大
会
（
中
日
新
聞
守
山
販
売
店

連
合
会
後
援
）
が
先
月

日
、
小

幡
緑
地
西
園
＝
牛
牧
中
山
＝
球

技
場
で
行
わ
れ
、
協
会
会
員
の

男
女

人
が
参
加
し
た
。

こ
の
日
は
厳
し
い
残
暑

を
考
慮
し
、
８
ホ
ー
ル
２

回
（
通
常
３
回
）
に
変
更

し
て
競
技
。
途
中
の
休
憩

で
は
、
参
加
者
同
士
が
菓

子
や
果
物
を
分
け
合
い
口

に
す
る
〝
も
ぐ
も
ぐ
タ
イ

ム
〟
の
よ
う
な
光
景
も
見

ら
れ
る
な
ど
大
会
を
楽
し

ん
で
い
た
。

上
位
入
賞
者
は
次
の
皆

さ
ん
（
敬
称
略
、
か
っ
こ

内
は
学
区
名
）
。

①
三
久
保
和
仁
（
小
幡
）
②

糟
谷
俊
夫
（
吉
根
）
③
広
瀬
薫

（
小
幡
）
④
伊
藤
美
子
（
瀬

古
）
⑤
柴
田
隆
司
（
吉
根
）
⑥

安
藤
美
千
代
（
大
森
）

「
秋
の
フ
ル
ー
ツ
フ
ェ
ア
２

０
２
４
」
が

月
２
日
（
土
）

と
３
日
（
日
）
、
東
谷
山
フ
ル

ー
ツ
パ
ー
ク
＝
上
志
段
味
東
谷

＝
で
開
か
れ
る
。
午
前
９
時
～

午
後
４
時
半
、
入
園
無
料
。

毎
回
人
気
の
果
物
即
売
会
を

は
じ
め
、
果
物
の
収
穫
や
イ
ン

ド
ア
プ
ラ
ン
ツ
の
寄
せ
植
え
と

い
っ
た
体
験
、
ク
ラ
フ
ト
マ
ー

ケ
ッ
ト
＆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

温
室
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
な
ど
イ
ベ

ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

ま
た
、
地
元
農
産
物
や
焼
き

芋
の
販
売
、
バ
ナ
ナ
の
茎
を
使

っ
た
紙
作
り
体
験
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
コ
ー
ナ
ー
が
登
場
。
ダ

ン
ス
や
ジ
ャ
ズ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

の
ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト
も
日
替
わ

り
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。

そ
の
ほ
か
、
愛
知
県
立
大
学

看
護
学
部
の
学
生
に
よ
る
「
秋

の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
」
（
２
日
）

や
、
簡
単
な
ゲ
ー
ム
も
楽
し
め

る
「
フ
ル
ー
ツ
は
ち
み
つ
食
べ

比
べ
体
験
」
（
３
日
、
有
料
）

が
催
さ
れ
る
。

期
間
中
は
駐
車
場
有
料
（
普

通
車
１
台
１
回
３
５
０
円
）
。

問
い
合
わ
せ
は
同
園
＝
☎
０
５

２
（
７
３
６
）
３
３
４
４
＝
へ
。

催
し
の
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
下
の
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
を
読
み
取

り
）
で
も
紹
介

し
て
い
る
。

誰
で
も
参
加
で
き
る
「
第


回

守
山
区
福
祉
ま
つ
り
」
が


月

日
（
日
）
午
前

時
～

午
後
３
時
、
ア
ク
ロ
ス
小
幡
＝

小
幡
南
１
、
名
鉄
瀬
戸
線
小
幡

駅
前
＝
で
開
か
れ
る
。

区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連

絡
協
議
会
、
区
社
会
福

祉
協
議
会
ほ
か
同
実
行

委
員
会
が
５
年
ぶ
り
に

開
催
。
和
太
鼓
演
奏
を

は
じ
め
、
み
こ
し
が
登

場
す
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
は
午
前
９

時

分
か
ら
。
新
鮮
野

菜
や
リ
サ
イ
ク
ル
品
の

バ
ザ
ー
と
、
せ
っ
け
ん

や
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
な
ど

の
福
祉
マ
ル
シ
ェ
は
同

八
竜
緑
地
を
テ
ー
マ
に
し
た

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ひ
び
き
あ
う

生い

の

ち命
」
の
出
演
者
有
志
が
敬
老

の
日
の
先
月

日
、
大
森
北
学

区
「
敬
老
会
」
に
参
加
。

月

の
本
番
を
前
に
、
歌
と
踊
り
で

高
齢
者
を
楽
し
ま
せ
た
。

同
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
「
守
山

の
文
化
を
考
え
る
会
」
ほ
か
の

主
催
で
、
守
山
文
化
小
劇
場
開

館

周
年
記
念
と
し
て
上
演
。

貴
重
な
動
植
物
が
息
づ
く
八
竜

緑
地
の
史
実
と
、
フ
ァ
ン
タ
ジ

ー
を
織
り
交
ぜ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

作
品
。
そ
の
舞
台
に
は
一
般
公

募
で
集
ま
っ
た

人
が
出
演
、

こ
と
し
４
月
か
ら
続
け
て
き
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
の
学

び
の
成
果
を
披
露
す
る
。

「
敬
老
会
」
は
大
森
北
小
学

校
＝
御
膳
洞
＝
体
育
館
で
開
か

れ
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
受
講
生

有
志
ら

人
が
余
興
の
一
つ
と

し
て
参
加
。
八
竜
緑
地
が
同
学

区
内
に
あ
る
こ
と
や
、
存
在
を

知
ら
な
い
人
も
多
い
と
い
う
こ

と
が
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

ま
ず
、
守
山
の
文
化
を
考
え

る
会
の
白
樺
八

代
表
が
「
湿

地
を
有
す
る
、
と
て
も
貴
重
な

場
所
」
と
八
竜
緑
地
を
紹
介
。

続
い
て
、
小
学
生
か
ら
大
人
ま

で
の
出
演
者
が
登
場

し
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ

「
ひ
び
き
あ
う
生

命
」
な
ど
歌
と
踊
り

を
２
曲
披
露
し
た
。

客
席
の
人
た
ち
は

熱
演
に
目
を
輝
か
せ

て
い
た
ほ
か
、
退
場

す
る
出
演
者
の
列
に

向
け
て
大
き
な
拍
手

を
送
っ
て
い
た
。
舞

台
を
見
守
っ
た
女
性

か
ら
は
「
皆
さ
ん
の

パ
ワ
ー
に
引
き
寄
せ
ら
れ
た
」

の
声
。
「
地
域
に

年
暮
ら
し

て
い
な
が
ら
、
八
竜
緑
地
の
場

所
を
知
ら
な
か
っ
た
」
と
も
話

し
て
い
た
。

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ひ
び
き
あ

う
生
命
」
は
守
山
文
化
小
劇
場

＝
小
幡
南
１
＝
を
会
場
に
、


月
９
日
（
土
）
午
後
６
時
半
と


日
（
日
）
午
前

時
・
午
後

３
時
半
の
計
３
回
公
演
。
い
ず

れ
も

分
前
開
場
。

演
出
は
川
村
ミ
チ
ル
さ
ん
、

音
楽
は
美
口
啓
子
さ
ん
と
大
坪

彰
彦
さ
ん
、
脚
本
・
制
作
は
白

樺
八

さ
ん
。
ま
た
、
奥
村
育

子
さ
ん
が
ゲ
ス
ト
出
演
す
る
ほ

か
、
映
像
で
西
川
千か

ず

雅ま
さ

さ
ん
、

声
で
庄
野
俊
哉
さ
ん
ら
も
登
場

す
る
。

チ
ケ
ッ
ト
（
全
自
由
席
）
は

一
般
３
千
円
、
高
校
生
以
下
２

千
円
。
同
劇
場
や
電
子
チ
ケ
ッ

ト
サ
ー
ビ
ス
「
ｔ
ｅ
ｋ
ｅ
ｔ
・

テ
ケ
ト
」
（
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
取
り
）
で
販
売
中
。

問
い
合
わ
せ
は
同
劇
場
＝
☎

０
５
２
（
７
９
６
）
１
８
２
１

＝
ま
た
は
、
守
山
の
文
化
を
考

え
る
会
・
メ
ー

ル
＝moriyama

bunka20@gmai

l.com=

へ
。


時
に
販
売
を
開
始
す
る
。

ま
た
、
家
庭
で
使
い
切
れ
な

い
未
使
用
の
食
品
を
回
収
「
フ

ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」
、
使
い
方
が

分
か
ら
な
い
―
に
応
え
る
「
ス

マ
ホ
相
談
」
、
壊
れ
た
お
も
ち

ゃ
の
修
理
「
お
も
ち
ゃ
病
院
」

と
催
し
は
盛
り
だ
く
さ
ん
。

手
話
・
点
訳
な
ど
を
体
験
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
あ
り
「
福
祉
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
」
（
中
学
生
以

下
、
先
着
１
０
０
人
）
や
、
バ

ル
ー
ン
ア
ー
ト
・
ゲ
ー
ム
・
工

作
・
紙
芝
居
と
い
っ
た
子
ど
も

向
け
コ
ー
ナ
ー
も
い
っ
ぱ
い
。

入
場
無
料
、
雨
天
決
行
。
問

い
合
わ
せ
は
守
山
区
社
会
福
祉

協
議
会
＝
☎
０
５
２
（
７
５

８
）
２
０
１
１
＝
へ
。

や
タ
イ
ヤ
ロ

ッ
ク
の
使
い

方
を
教
え
る

な
ど
で
啓
発

し
た
。

店
舗
入
り

口
で
は
、
地

域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
提
供
に
よ
る
ス
ズ
ム
シ

を
配
布
。
「
リ
ン
リ
ン
リ
ン
リ

ン
（
四
リ
ン
・
自
動
車
）
」
の
語

呂
合
わ
せ
で
「
ぜ
ひ
防
犯
対
策

を
し
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
思

い
を
込
め
た
。

県
警
マ
ス
コ
ッ
ト
「
コ
ノ
ハ

け
い
ぶ
」
や
パ
ト
カ
ー
も
登
場

し
、
親
子
連
れ
が
笑
顔
と
と
も

に
記
念
撮
影
。
同
自
動
車
販
売

店
は
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
盗
難

防
止
ね
じ
取
り
付
け
の
ほ
か
、

こ
の
日
参
加
し
た
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
隊
の
車
両
〝
青
パ
ト
〟
の

点
検
・
整
備
で
も
協
力
し
た
。

つ
な
が
り
で
地
域
を
元
気
に

し
た
い
―
。
「
諏
訪
の
原
元
気

ま
つ
り
」
が
先
月

日
、
名
古

屋
国
際
学
園
＝
中
志
段
味
南
原

＝
で
開
か
れ
、
家
族
連
れ
ら
多

く
の
来
場
者
が
訪
れ
た
。

志
段
味
東
学
区
の
一
部
、


組
で
構
成
す
る
「
諏
訪
の
原
連

合
自
治
会
」
と
、
地
域
の
事
業

者
有
志
の
集
ま
り
「
し
だ
み
元

気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
主
催
。

子
ど
も
を
は
じ
め
と
し
た
住
民

と
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
活

性
化
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

３
回
目
の
こ
と
し
は
、
地
域

で
６
年
ぶ
り
と
な
る
「
子
ど
も

獅
子
」
が
復
活
。
同
自
治
会
内

８
カ
所
か
ら
獅
子
頭
を
担
い
だ

子
ど
も
た
ち

が
出
発
し
、

大
き
な
か
け

声
「
元
気
を

出
し
て
、
わ

っ
し
ょ
い
」

を
響
か
せ
な

が
ら
、
祭
り

会
場
ま
で
練

り
歩
い
た
。

ラ
ー
メ
ン

や
ク
レ
ー
プ

な
ど
本
格
的

な
メ
ニ
ュ
ー

の
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
、
模
擬

店
が
所
狭
し

と
並
び
、
ど
こ
も
大
人
気
。
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
、

地
元
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
ら
８

組
が
次
々
と
出
演
し
た
。

ま
た
、
地
域
で
カ
ラ
オ
ケ
が

歌
え
る
四
つ
の
店
か
ら
一
人
ず

つ
〝
名
人
〟
が
出
て
、
自
慢
の

の
ど
を
競
う
カ
ラ
オ
ケ
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
大
会
も
開
催
。
誰
が
ど

れ
だ
け
盛
り
上
げ
た
か
―
み
ん

な
の
拍
手
で
決
め
る
な
ど
、
会

場
は
大
い
に
に
ぎ
わ
っ
た
。

「
し
だ
み
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
は
住
民
の
負
担
を
減
ら
し

つ
つ
、
地
域
力
を
高
め
よ
う
と

２
年
前
に
ス
タ
ー
ト
。
同
実
行

委
員
長
の
藤
井
慶
彦
さ
ん
は

「
こ
の
地
域
に
住
ん
で
よ
か
っ

た
と
言
っ
て
も
ら
え
、
愛
着
も

持
っ
て
も
ら
え
れ
ば
」
と
、
に
こ

や
か
な
表
情
で
話
し
て
い
た
。

こ
と
し
の「
元
気
ま
つ
り
守
山
」は
中
止

衆
議
院
議
員
総
選
挙
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い

「
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
」
秋
季
大
会

協
会
会
員
が
競
技
と
交
流
楽
し
む

準
優
勝
の
オ
ー
ル
フ
レ
ン
ズ

多
彩
な
催
し「
秋
の
フ
ル
ー
ツ
フ
ェ
ア
２０２４
」

来
月
２
・
３
日

東
谷
山
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク

５
年
ぶ
り
の「
守
山
区
福
祉
ま
つ
り
」

来
月

日

ア
ク
ロ
ス
小
幡
で
催
し
盛
り
だ
く
さ
ん

優
勝
の
レ
モ
ン
テ
ィ
ー
ズ

八
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
「
子
ど
も
獅

子
」
が
地
域
と
会
場
を
練
り
歩
い
た

祭りの会場は地域の人らでいっぱい

歌と踊りを披露する「ひび
きあう生命」出演者の有志

小幡駅前一帯は〝お祭りム
ード〟いっぱいに（以前）

上位入賞の皆さん

「スズムシを
もらったよ」
コノハけいぶ
の手にタッチ

また来年…（写真は昨年、本紙撮影）

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
ひ
び
き
あ
う
生
命
」出
演
者
が
歌
と
踊
り
披
露

大
森
北
学
区「
敬
老
会
」で
舞
台
を
経
験

来
月
の
本
番
を
前
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
受
講
生
ら

自動車関連窃盗抑止キャンペーン
ネッツトヨタ中部プラザ守山で啓発活動

キッチンカーなど並んでにぎわう
子ども獅子も地域で６年ぶりに復活

諏訪の原元気まつり
62,500
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